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(57)【要約】
【課題】挿入部の先端硬質部から流体を噴射させる際に
、噴射される流体の噴射圧や、噴射される流体の種類、
また噴射パターン等の噴射条件を容易に変更できるよう
にする。
【解決手段】先端硬質部２ｃの先端面には、２箇所の噴
射口３２ａ，３３ａが形成されており、これらの噴射口
３２ａ，３３ａは先端硬質部２ｃを貫通するように設け
た第１，第２の噴射通路３２，３３の先端開口部を構成
するものであり、それぞれ第１，第２の送液チューブ３
４，３５が接続され、第１の送液チューブ３４は本体操
作部１に設けた接続口３６に、第２の送液チューブ３５
はユニバーサルコード３のコネクタ部１７における接続
部２３に設けた接続口３７として開口し、これら接続口
３６，３７には手動送液手段４０や、自動送液手段５０
が着脱可能に接続される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体操作部に連結して設けた挿入部の先端硬質部に流体を噴射させる噴射通路を形成し、
この噴射通路から前記先端硬質部の前方に向けて流体を噴射する内視鏡の流体噴射装置に
おいて、
　前記本体操作部のケーシングに第１の流体源接続部を設け、
　また、前記本体操作部から引き出したユニバーサルコードの端部に設けた外部機器との
接続部には第２の流体源接続部を設け、
　前記第１，第２の流体源接続部からの流体供給路を前記先端硬質部に設けた噴射通路と
接続する
構成としたことを特徴とする内視鏡の流体噴射装置。
【請求項２】
前記先端硬質部には、第１の噴射通路と第２の噴射通路とが形成され、前記第１，第２の
流体源接続部からの流体供給路は、それぞれ独立に前記第１，第２の噴射通路と接続する
構成としたことを特徴とする請求項１記載の内視鏡の流体噴射装置。
【請求項３】
前記先端硬質部には、単一の噴射通路を設け、前記第１，第２の流体源接続部からの流体
供給路は、途中で合流させて、前記噴射通路に接続する構成としたことを特徴とする請求
項１記載の内視鏡の流体噴射装置。
【請求項４】
前記第１の流体源接続部には、手動操作により液体を圧送する液体圧送手段と、貯液タン
ク及び液体圧送ポンプを有する送液手段とが着脱可能に接続され、またこの第１の流体源
接続部は栓部材により閉鎖可能な構成としたことを特徴とする請求項１乃至請求項３のい
ずれかに記載の内視鏡の流体噴射装置。
【請求項５】
前記第２の流体源接続部には、貯液タンク及び液体圧送ポンプを有する送液手段からの配
管が接続され、前記液体圧送ポンプはスイッチ操作により駆動制御を行う構成としたこと
を特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の内視鏡の流体噴射装置。
【請求項６】
前記外部機器との接続部は、前記ユニバーサルコードの端部に設けたコネクタ部と、この
コネクタ部に着脱可能に接続する送気送水管路の端部との間を着脱可能に接続するもので
あり、前記第２の流体源接続部は前記コネクタ部側または前記送気送水管路側のいずれか
に形成する構成としたことを特徴とする請求項５記載の内視鏡の流体噴射装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、内視鏡の挿入部の先端から洗浄液や薬液等を噴射するための流体噴射装置
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡には、流体を供給するための機構として、観察窓を洗浄するための送気送水装置
を備えている。送気送水装置は、挿入部の先端における観察窓に近接した位置に設けた噴
射ノズルに流体供給路を接続することにより構成される。流体供給路は挿入部に連結した
本体操作部及びこの本体操作部から延在させたユニバーサルコードに挿通されており、こ
のユニバーサルコードの先端に設けたコネクタ部から引き出されて、エアポンプ及び送水
タンクに接続される。本体操作部には制御バルブが設けられ、この制御バルブを手指等で
操作することによって、噴射ノズルから観察窓に向けて、洗浄液を噴射することができ、
また加圧エアを観察窓表面に吹き付ける構成とされる。
【０００３】
　このように、観察窓を洗浄するための送気送水装置に加えて、流体噴射装置を設けたも
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のもある。ここで、送気送水装置は、観察窓の表面に沿うように洗浄液なり加圧エアなり
を供給するためのものであり、従って挿入部の軸線方向に設けた流体供給路を噴射ノズル
の部位でこの挿入部の軸線とほぼ直交する方向に流れを変えられる。これに対して、流体
噴射装置は、体腔内壁に付着する汚損物を洗い流すために、また色素剤や薬液等を噴射す
るためのものであり、従って挿入部の概略延長線方向に向けて流体を噴射させるように構
成している。
【０００４】
　流体噴射装置は、挿入部の先端硬質部に噴射通路を設け、この先端硬質部の先端面に噴
射口として開口させるが、噴射通路には流体供給路として、通常、流体供給チューブが接
続して設けられる。この流体供給チューブは挿入部から本体操作部にまで延在させるが、
この本体操作部のケーシングに流体源接続部を設け、この流体源接続部には薬液を充填し
たシリンジや貯液タンクからの送液配管等が着脱可能に接続される構成としたものが特許
文献１に開示されている。また、本体操作部に設けた流体源接続部に外部配管を接続した
ときに、この外部配管が内視鏡操作の邪魔にならないようにするために、外部配管をユニ
バーサルコードと束ねるようにしたものが、特許文献２に開示されている。さらに、貯液
タンクからの送液配管が邪魔にならないようにするために、流体供給チューブを本体操作
部からユニバーサルコードの内部に延在させて、このユニバーサルコードの先端における
コネクタ部に流体源接続部を設ける構成としたものが、特許文献３に示されている。
【特許文献１】特開２００４－２９８２４３号公報
【特許文献２】特開２００１－２５８８３３号公報
【特許文献３】特開２００３－３３３２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、内視鏡において、送気送水装置に加えて、流体噴射装置を設けるのは、主と
して体腔内壁の洗浄を行うためである。即ち、内視鏡の挿入部における先端硬質部に内視
鏡観察手段により体腔内壁の状態を検査する際に、体腔内壁に血液やその他の体液、さら
には固形物等が付着していると、体腔内壁の観察に支障を来たすので、このような付着物
を洗い流す目的で使用されることが多い。このように、洗浄液を噴射する際に、洗浄液の
噴射圧は体腔内壁における付着物の状態により異なってくる。例えば、容易に落すことが
できる汚れの場合、また噴射口に近い位置の汚れを落とす場合等には、洗浄液の噴射圧を
低圧にして、体腔内壁に対するダメージを最小限に抑制する必要がある。一方、体腔内壁
への結着力が強い場合や、噴射口から遠方の位置にある汚れを落すような場合には、噴射
圧を高くする必要がある。
【０００６】
　しかしながら、前述した従来技術のものにあっては、流体の噴射圧を必要に応じて変化
させるのは不可能であるか、または可能であるにしろ、圧力制御を行うのは困難である。
即ち、貯液タンクからの送液配管を接続する場合には、その経路にポンプを設けて、この
ポンプで洗浄液等を圧送することになる。従って、ポンプの吐出容量を変化させれば、圧
力の調整を行うことができる。ただし、少なくとも挿入部から本体操作部まで延在させ、
さらにユニバーサルコード内にまで引き回した流体供給チューブは小径であって、しかも
長尺のものとなるので、外部に設置したポンプの吐出容量を変化させても、噴射口からの
噴射圧が変化するのに長い時間がかかることから、この時間遅れにより圧力制御を正確に
行うことができない。
【０００７】
　また、流体噴射装置は、前述した洗浄を目的とする場合の他、色素剤や薬液等他の液体
を噴射させる場合や、さらに粉体、ミスト等を噴射させることもある。例えば、色素剤を
体腔内壁に向けて噴射して体腔内壁の色調の変化を観察しようとする場合、体腔内壁が汚
れていると、そのまま色素剤を噴射させたのでは、正確な観察を行うことができないこと
がある。このためには、色素剤の散布の前に汚れた体腔内壁を洗浄する必要がある。しか
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しながら、洗浄液を供給した後、色素剤を散布するに当って、流体源接続部に対する洗浄
装置から色素剤散布装置への切り換えを行い、次いで流体供給チューブ内の洗浄液を排出
し、その後でしか色素剤が散布することができず、このために体腔内壁の洗浄から色素剤
の散布までに極めて長い時間が必要になるという問題点がある。
【０００８】
　本発明は以上の点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、挿入部の
先端硬質部から流体を噴射させる際に、噴射される流体の噴射圧や、噴射される流体の種
類、さらには噴射パターン等の噴射条件を容易に変更できるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前述した目的を達成するために、本発明は、本体操作部に連結して設けた挿入部の先端
硬質部に流体を噴射させる噴射通路を形成し、この噴射通路から前記先端硬質部の前方に
向けて流体を噴射する内視鏡の流体噴射装置であって、前記本体操作部のケーシングに第
１の流体源接続部を設け、また、前記本体操作部から引き出したユニバーサルコードの端
部に設けた外部機器との接続部には第２の流体源接続部を設け、前記第１，第２の流体源
接続部からの流体供給路を前記先端硬質部に設けた噴射通路と接続する構成としたことを
その特徴とするものである。
【００１０】
　ここで、先端硬質部に設けられる噴射通路は１箇所または２箇所とする。噴射通路を１
箇所とする場合、第１の流体源接続部からの流体供給路と第２の流体源接続部からの流体
供給路とを途中で合流させるが、合流位置は本体操作部内から先端硬質部に設けた噴射通
路に至るどの位置であっても良い。一方、噴射通路を２箇所設ける場合には、それらは適
宜の位置とすることができるが、相互に近接した位置とするのが望ましい。また、先端硬
質部において、前方に向けて開口する通路としては、処置具挿通路があることから、第１
の流体源接続部からの流体供給路または第２の流体源接続部からの流体供給路のいずれか
一方を処置具挿通路に合流させるように構成しても良い。
【００１１】
　先端硬質部に穿設した噴射通路の先端部は噴射口となる。噴射口を２箇所設けた場合、
噴射通路の通路面積は同じであっても、また異なっていても良い。そして、噴射口からの
流体の噴射パターンは噴射通路の形状により異なってくるが、同一の噴射パターンとする
こともでき、また噴射パターンを変えることもできる。即ち、噴射通路のうち、流体供給
路への接続部から噴射口まで均一な孔径で直線的なものとすると、流体は直射状態となり
、噴射口を絞ったオリフィス形状とすると、拡散する噴射パターンとすることができる。
【００１２】
　流体噴射装置は、液体だけでなく、気体やミスト等であっても良いが、液体を噴射させ
る場合には、第１の流体源接続部及び第２の流体源接続部のそれぞれには送液手段が接続
される。送液手段の代表的なものとしては、シリンジ等、手動操作により液体を圧送する
手動送液手段があり、また供給配管を接続した貯液タンクとポンプとを有し、ポンプを駆
動することにより液体を圧送する自動送液手段とがある。手動送液手段は、本体操作部に
設けた第１の流体源接続部に接続可能なものである。また、第１の流体源接続部には、自
動送液手段を構成する供給配管も接続できる。本体操作部は、術者等が手で把持して操作
するものであるから、常時には栓部材で閉鎖できるようにすることができ、または逆止弁
を設けても良い。第２の流体源接続部はユニバーサルコードの端部に設けられるので、操
作性等の観点から、手動送液手段を接続するのではなく、必須ではないものの、自動送液
手段を接続することになる。そして、ポンプの駆動操作はフットスイッチや本体操作部に
設けた押しボタン式の操作スイッチ等のスイッチ操作により行う。また、ユニバーサルコ
ードに接続した自動送液手段は内視鏡の操作に格別邪魔になるものではないので、常時接
続しておくことができる。
【００１３】
　第１の流体源接続部は、本体操作部のケーシングに設けられるが、内視鏡は本体操作部
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を把持した手で操作されることから、この操作の邪魔にならないようにするために、後端
部、つまり挿入部の連結側とは反対側の端部に設けるのが望ましい。一方、第２の流体接
続部はユニバーサルコードの端部における外部機器との接続部に設ける。即ち、ユニバー
サルコードの端部には、光源装置やプロセッサに着脱可能に接続するためのコネクタ部が
設けられている。また、このコネクタ部には、さらに送気送水管路側の接続部が着脱可能
に接続されることになる。そこで、第２の流体源接続部は、このコネクタ部側または送気
送水管側のいずれかの接続部に設けることができる。
【発明の効果】
【００１４】
　挿入部の先端硬質部に設けた噴射口から流体を噴射させる際に、噴射される流体の噴射
圧、噴射される流体の種類や噴射パターン等といった噴射条件を容易に変更できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。まず、図１に内視鏡の全
体構成を示す。同図において、１は本体操作部、２は挿入部、３はユニバーサルコードで
ある。本体操作部１に連結して設けた挿入部２は、本体操作部１への連結側から大半の長
さが軟性部２ａで、軟性部２ａの先端には湾曲部２ｂが、湾曲部２ｂの先端に先端硬質部
２ｃが連結して設けられている。湾曲部２ｂは、本体操作部１に設けた湾曲操作ノブ４を
回動操作すると湾曲して、先端硬質部２ｃを所望の方向に向けられる。また、本体操作部
１には送気送水バルブ５及び吸引バルブ６が設けられており、さらに処置具導入部７も設
けられている。
【００１６】
　図２に示したように、挿入部２の先端硬質部２ｃの先端面には、照明窓８，８及び観察
窓９が設けられており、照明窓８からの照明光で体腔内を照明した状態で、観察窓９によ
り体腔内像を得ることができるようになっている。さらに、先端硬質部２ｃには観察窓洗
浄用のノズル１０が設けられ、また処置具導出口１１が開口している。
【００１７】
　図３に内視鏡における流体の給排機構の構成を示す。流体の給排機構としては、送気送
水装置、吸引装置及び流体噴射装置から構成される。
【００１８】
　送気送水装置は、挿入部２の先端硬質部２ｃに設けたノズル１０に接続した送気送水路
１２を備え、送気送水路１２は途中で、具体的には湾曲部２ｂを通過して、軟性部２ａ内
の位置で送気路１３と送水路１４とに分岐しており、これら送気路１３及び送水路１４は
本体操作部１内に延在されて、この本体操作部１に設けた送気送水バルブ５に接続されて
いる。送気送水バルブ５には、また給気路１５及び給液路１６が接続されており、送気送
水バルブ５を操作することによって、給気路１５と送気路１３との間と、給液路１６と送
水路１４との間が連通・遮断することができるようになっている。そして、これら給気路
１５，給液路１６はユニバーサルコード３の先端に設けたコネクタ部１７の位置まで延在
されている。
【００１９】
　コネクタ部１７は外部機器としての光源装置１８に着脱可能に接続されるものであり、
光源装置１８には光源ランプが内蔵されており、この光源ランプからの照明光はコネクタ
部１７からユニバーサルコード３及び本体操作部１から挿入部２の先端硬質部２ｃにまで
延在させたライトガイドを介して伝送され、照明窓８から照明光を出射して、体腔内が照
明されることになる。光源装置１８にはエアポンプ１９が内蔵されており、また貯液タン
ク２０が外部に設置されている。貯液タンク２０には、液面加圧配管２１と給液配管２２
とが接続されている。
【００２０】
　液面加圧配管２１と給液配管２２との他端とコネクタ部１７との間は着脱可能に接続さ
れる接続部２３となっている。この接続部２３により液面加圧配管２１及び給液配管２２
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がコネクタ部１７に接続されると、給液配管２２と給液路１６とが連通し、また液面加圧
配管２１は給気路１５及びエアポンプ１９からの空気配管２４とが合流する。
【００２１】
　次に、吸引装置としては、処置具導入部７と処置具導出部１１との間に設けた処置具挿
通チャンネル２５の本体操作部１内の部位に接続した吸引路２６から構成され、この吸引
路２６の途中位置に吸引バルブ６が接続されている。吸引路２６の他端はユニバーサルコ
ード３のコネクタ部１７に開口しており、この吸引路２６には吸引源からの吸引配管が着
脱可能に接続されるようになっている。なお、吸引配管が接続されないときには、栓部材
で閉鎖されるようになっている。
【００２２】
　内視鏡は、前述した送気送水装置及び吸引装置に加えて流体噴射装置を備えている。こ
こで、図４に示したように、先端部本体３０は高い強度を有する部材として、ステンレス
等の金属材で形成され、この先端部本体３０からなる導電部材が外部に露出しないように
するために、先端キャップ３１が嵌着されている。従って、この先端キャップ３１は電気
絶縁性を有する合成樹脂で形成される。図２からも明らかなように、先端硬質部２ｃの先
端面には、２箇所の噴射口３２ａ，３３ａが形成されており、これらの噴射口３２ａ，３
３ａは先端硬質部２ｃを貫通するように設けた第１，第２の噴射通路３２，３３の先端開
口部を構成する。そして、これら第１，第２の噴射通路３２，３３には流体供給路として
の第１，第２の送液チューブ３４，３５が接続されている。
【００２３】
　第１の送液チューブ３４は挿入部２から本体操作部１に延在されており、この本体操作
部１の後端面、つまり挿入部２への連結側とは反対側の端部に接続口３６として開口して
いる。一方、第２の送液チューブ３５は、本体操作部１からさらにユニバーサルコード３
のコネクタ部１７にまで延在されており、このコネクタ部１７における接続部２３に設け
た接続口３７として開口している。ここで、接続口３７は、接続部２３において、コネク
タ部１７側若しくは液面加圧配管２１及び給液配管２２からなる配管側のいずれかに形成
される。
【００２４】
　これら接続口３６，３７は流体源接続部であり、それらには、それぞれ流体源となる送
液手段が着脱可能に接続されるようになっている。送液手段は、図４に示したように、手
動送液手段４０と、自動送液手段５０とを用いることができる。ここで、手動送液手段４
０は手動操作により液体を圧送するものであり、本体操作部１に設けた接続口３６に接続
するのに適している。自動送液手段５０は、接続口３６にも接続できるが、配管を有する
ことから、本体操作部１を操作する際に、邪魔にならないようにするために、接続部２３
の接続口３７に接続するのに適したものとなっている。
【００２５】
　手動送液手段４０は、シリンジを構成するものであり、外筒４１内にピストン４２を摺
動可能に装着したものからなり、ピストン４２には軸４３が連結して設けられ、この軸４
３の先端には操作部４４が設けられている。また、外筒４１の先端部には注入部４５が設
けられ、この注入部４５が接続口３６に着脱可能に接続されることになる。
【００２６】
　また、自動送液手段５０は、貯液タンク５１を有し、この貯液タンク５１には液体圧送
配管５２が接続されている。そして、この液体圧送配管５２の途中には、液体圧送用のポ
ンプ５３が設けられており、先端には接続部５４が設けられている。従って、この接続部
５４はコネクタ部１７の接続口３７に着脱可能に接続されるようになる。そして、ポンプ
５３はフットスイッチ５５により駆動制御が行われる。
【００２７】
　以上のように構成することによって、内視鏡の挿入部２における先端硬質部２ｃから流
体を噴射するに当って、接続の交換を行うことなく、２種類の液体を噴射させることがで
きる。例えば、洗浄液と色素剤とを噴射する場合には、本体操作部１の接続口３６には、
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色素剤を充填した外筒４１内に色素剤を充填した手動送液手段４０を接続し、またユニバ
ーサルコード３のコネクタ部１７における接続部２３に設けた接続口３７には洗浄液を貯
留させた貯液タンク５１を有する自動送液手段５０を接続しておく。なお、噴射される２
種類の液体はこれに限定されるものではなく、また同じ液体を噴射させるようにしても良
い。また、本体操作部１の接続口３６には、手動送液手段４０ではなく、接続口３７に接
続したと同様の自動送液手段５０を接続するようにしても良い。
【００２８】
　挿入部２を被検者の体内に挿入して、この挿入部２の先端硬質部２ｃを観察すべき部位
に配置する。図４に示したように、観察窓９には対物光学系９ａと固体撮像素子９ｂとが
設けられており、この固体撮像素子９ｂからの信号により体腔内壁の像を図示しないモニ
タに映し出すことにより観察する。そして、関心領域があると、色素剤を散布して、体腔
内壁の色調の変化を検査することができる。
【００２９】
　この場合、例えば体腔内壁に血液等が付着していると、そのままで色素剤を噴射したと
しても、色調の変化を正確には観察できない。そこで、まずフットスイッチ５５をＯＮす
ることによって、ポンプ５３を駆動する。これによって、貯液タンク５１内の洗浄液が液
体圧送配管５２から第２の送液チューブ３５を通り第２の噴射通路３２を経て、第２の噴
射口３２ａから洗浄液が噴射される。これによって、体腔内壁に付着している汚損物が洗
い流される。
【００３０】
　その後、フットスイッチ５５をＯＦＦとなし、手動送液手段４０を構成する操作部４４
を押し込むように操作する。これによって、外筒４１内の色素剤が第１の送液チューブ３
４から第１の噴射通路３２を経て、第１の噴射口３２ａから色素剤が散布される。これに
よって、洗浄された体腔内壁に色素剤が付着することになり、観察窓９を介して体腔内壁
の色調の変化を正確に観察できる。このように、体腔内壁の洗浄を行った直後に色素剤を
散布できることから、簡単な操作で短時間の間に色素剤散布による検査を実行することが
できる。特に、図２に示したように、第１の噴射通路３２の噴射口３２ａと第２の噴射通
路３３の噴射口３３ａとが近接した位置に配置されていると、洗浄により清浄になった位
置の体腔内壁に色素剤を散布できるので、さらに操作性が良好になる。
【００３１】
　ここで、これら第１の噴射通路３２の噴射口３２ａと第２の噴射通路３３の噴射口３３
ａとが同じ形状でなければならない訳ではなく、それらの孔径に差を持たせるようにして
も良い。また、図５に示したように、第１の噴射通路１３２を噴射口１３２ａに向けて連
続的に孔径が小さくなるオリフィス形状とすることもできる。噴射口１３２ａをこのよう
な形状にすると、噴射された色素剤を所望とする角度に拡散する噴射パターンとすること
ができ、広い範囲にわたって散布できるようになる。
【００３２】
　ここで、接続口３６と接続口３７とに同じ液体を供給する装置を接続する場合、例えば
接続口３６には手動送液手段４０を接続し、この手動送液手段４０の外筒４１内に洗浄液
を充填し、また接続口３７には自動送液手段５０を接続して、この自動送液手段５０の貯
液タンク５１内には同じ洗浄液を貯留させたものを用いるとして、自動送液手段５０を主
たる洗浄手段とし、接続口３６に接続した手動送液手段４０は洗い残した部位を補完的に
洗浄し、または自動送液手段５０から供給される洗浄液の噴射圧を増圧させる機能を発揮
させることもできる。
【００３３】
　この場合には、図６に示したように、先端硬質部２ｃには単一の噴射通路６０を設ける
構成とする。そして、第１，第２の送液チューブ３４，３５の経路を合流させて、噴射通
路６０に導くようにする。この場合、図６にあるように、先端硬質部２ｃの先端部本体３
０内で合流部６１を形成することもできるが、または図７に示したように、第１，第２の
送液チューブ３４，３５を途中で合流管６２に接続し、この合流管６２から下流側は単一
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続することもできる。合流管６２を用いる場合、この合流管６２の配設位置は、先端硬質
部２ｃの近くである必要はなく、例えば広い空間を有する本体操作部１内に配置すること
もできる。これによって、挿入部２の内部には、合流送液チューブ６３のみが挿通される
ことになる。
【００３４】
　以上のように構成すると、例えば体腔内壁全体の洗浄は自動送液手段５０から供給され
る洗浄液により行い、洗浄が終了して、フットスイッチ５５を操作して洗浄液の噴射を停
止した後に、手動送液手段４０を操作することによって、洗い残した僅かな部位に向けて
洗浄液を補完的に噴射させることができる。また、自動送液手段５０による洗浄液を噴射
している間に、噴射圧の不足により除去できない汚れがあると、手動送液手段４０の操作
部４４を押し込むように操作する。これによって、手動送液手段４０の押し込み分だけ噴
射通路６０から噴射される洗浄液の圧力を増大させることができる。その結果、容易には
除去できない汚損箇所があっても、円滑かつ確実に洗浄できることになる。このように、
手動送液手段４０を補完的に用いることによって、体腔内壁をより高精度に洗浄すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の実施の一形態を示す内視鏡の外観図である。
【図２】図１の内視鏡における挿入部の先端硬質部を示す正面図である。
【図３】本発明における内視鏡の流体給排機構の構成説明図である。
【図４】図３の流体給排機構に用いられる送液手段の構成を示す説明図である。
【図５】第１の噴射通路の変形例を示す図４と同様の図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態を示す図４と同様の図である。
【図７】図６の変形例を示す送液経路の要部構成図である。
【符号の説明】
【００３６】
１　本体操作部　　　　　　　　　　　　２　挿入部
２ｃ　先端硬質部　　　　　　　　　　　３　ユニバーサルコード
１７　コネクタ部　　　　　　　　　　　１８　光源装置
３２，１３２　第１の噴射通路　　　　　３３　第２の噴射通路
３２ａ，３３ａ，１３２ａ　噴射口　　　３４　第１の送液チューブ
３５　第２の送液チューブ　　　　　　　３６，３７　接続口
４０　手動送液手段　　　　　　　　　　４１　外筒
４２　ピストン　　　　　　　　　　　　４４　操作部
５０　自動送液手段　　　　　　　　　　５１　貯液タンク
５３　ポンプ　　　　　　　　　　　　　５５　フットスイッチ
６０　噴射通路　　　　　　　　　　　　６１　合流部
６２　合流管　　　　　　　　　　　　　６３　合流送液チューブ
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